
演
者
は
、
中
世
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
・
医
学
者
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ

ニ
デ
ス
の
生
涯
を
調
査
し
て
い
る
間
に
、
多
く
の
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名

前
に
接
し
た
・
そ
の
成
り
立
ち
と
表
記
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
ア
ラ
ブ
医
学
・
科
学
史
の
序
文
に
、
ア
ラ
ブ

医
学
者
の
名
前
の
詳
し
い
解
説
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
と
く
に
興
味

深
か
っ
た
の
は
、
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
↓
ア
ベ
ン
ゾ
ア
ル
、
イ
ブ
ン
・
ス

ィ
ー
ナ
↓
ア
ビ
ケ
ン
ナ
と
い
う
よ
う
な
ラ
テ
ン
名
の
起
こ
り
が
、
ア
ラ

ビ
ア
語
を
表
記
す
る
の
に
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
用
い
た
ス
ペ
イ
ン
・
ユ
ダ

ヤ
人
の
言
語
慣
習
か
ら
来
た
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
中

心
に
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。
演
者
の
知
識

は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
こ
こ
に
の
べ
る
の
は
一
種
の
試
論
と
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

カ
ル
ダ
ン
社
、
東
京
、
一
九
七
六

４
．
印
具
徹
、
益
田
健
次
ほ
か
論
文
集
、
宗
教
改
革
研
究
Ｐ
．
一
五

三
新
教
出
版
社
、
東
京
、
一
九
六
八

５
‐
○
壷
四
ユ
＄
ロ
．
○
日
巴
行
胃
冨
房
｝
国
堅
の
閂
ぐ
①
ぢ
い
シ
ョ
関
門
四
邑
甸
三
一
．

○
ｍ
○
［
舌
房
里
ｍ
Ｏ
ｇ
の
井
冒
一
両
三
面
・
の
百
三
Ｐ
］
垣
、
四

６
．
○
言
の
里
弓
の
ョ
蚕
ご
君
四
の
⑱
閏
ぐ
里
用
言
壁
巨
の
己
月
旦
一
呈
弓
ロ
ー
シ
ロ
‐

ｚ
四
罰
恥
園
戸
三
．
国
一
輿
．
夛
自
の
Ｑ
砕
囹
］
‐
認
吟
ら
一
一（

平
成
九
年
五
月
例
会
）

ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前

泉
彪
之
肋

ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前
を
記
載
す
る
場
合
の
問
題
点
は
、
（
１
）
ア
ラ

ブ
名
を
用
い
る
か
ラ
テ
ン
名
か
、
（
２
）
ア
ラ
ブ
名
な
ら
ば
、
イ
ブ
ン
・

ス
ィ
ー
ナ
の
よ
う
な
簡
単
な
表
記
か
フ
ル
ネ
ー
ム
か
、
（
３
）
フ
ル
ネ
ー

ム
な
ら
ど
の
文
献
に
よ
る
か
、
（
４
）
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前
は
ど
ん
な

構
成
か
、
（
５
）
日
本
語
表
記
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
う
ち
、
ラ
テ
ン
名
を
持
つ
ア
ラ
ブ
医
学
者
は
数
が

限
ら
れ
、
ま
た
簡
単
な
表
記
で
は
混
同
が
起
こ
る
の
で
、
ア
ラ
ブ
名
の

フ
ル
ネ
ー
ム
と
ラ
テ
ン
名
の
併
記
が
必
要
で
あ
っ
た
。
信
頼
で
き
る
新

し
い
英
文
文
献
を
入
手
で
き
ず
、
一
八
四
○
年
初
刊
の
ビ
ュ
ス
テ
ン
フ

ェ
ル
ト
の
古
典
を
根
拠
と
し
た
た
め
、
ロ
ー
マ
字
表
記
が
現
在
の
も
の

と
一
部
異
な
っ
て
い
る
。

ア
ラ
ビ
ア
語
お
よ
び
へ
プ
ラ
イ
語
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
リ
フ
を
除

き
ほ
と
ん
ど
の
文
字
が
子
音
を
示
し
、
母
音
は
発
音
符
号
で
示
さ
れ
る

の
で
、
読
解
が
困
難
で
ロ
ー
マ
字
表
記
も
多
様
と
な
る
。
と
く
に
ア
ラ

ビ
ア
語
は
、
語
形
や
発
音
に
変
化
を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
。

ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前
は
次
の

よ
う
な
構
成
か
ら
成
る
。

（
１
）
息
子
の
名
前
（
～
の
父
）
（
騨
冒
～
）
、
（
２
）
本
人
の
名
前
、
（
３
）

父
の
名
前
（
～
の
息
子
）
（
旨
〕
○
号
の
目
～
）
、
（
４
）
祖
父
ま
た
は
先
祖
の

名
前
言
。
○
『
胃
冒
～
）
、
（
５
）
付
加
名
（
多
く
巴
‐
～
）

（
ピ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
名
前
の
途
中
で
は
弓
ロ
（
旨
］
の
省
略
形
）
、

名
前
の
最
初
で
は
ご
弓
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
現
在
の
ア
ラ
ブ
人
は
、
旨
］
と

い
う
言
葉
は
普
通
使
わ
な
い
）

こ
の
う
ち
、
息
子
の
名
前
と
さ
れ
る
の
は
、
必
ず
し
も
実
際
の
息
子

の
名
で
な
く
比
哺
的
な
名
の
場
合
も
あ
る
。
父
あ
る
い
は
祖
父
の
代
わ

555 (143）



ア
ラ
ブ
文
化
が
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
伝
え
ら
れ
た
ル
ー
ト
と
し
て
も
っ
と

も
重
要
な
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ル
ド
バ
お
よ
び
ト
レ
ド
だ
が
、
こ
の

と
き
初
期
に
は
し
ば
し
ば
ユ
ダ
ヤ
人
が
ア
ラ
ビ
ア
語
を
翻
訳
し
、
そ
れ

を
ョ
１
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
学
者
が
洗
練
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
に
し
た
と
い

わ
れ
る
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
生
活
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
日
常
用
語
に
ヘ

ブ
ラ
イ
文
字
を
用
い
た
ア
ラ
ビ
ア
語
（
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
）
を
使
用

し
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
役
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る

ア
《
ノ
○

ア
ラ
ブ
医
学
者
の
ラ
テ
ン
名
に
は
、
ア
ラ
ブ
名
の
音
を
そ
の
ま
ま
写

し
た
も
の
と
、
冒
頭
に
の
べ
た
よ
う
な
ぎ
己
↓
画
く
ｇ
向
昌
と
い
う
形
、

そ
の
他
が
あ
る
・
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ぎ
ご
を
ア
ラ
ビ
ア
文
字
、
へ
プ
ラ
イ
文

字
で
書
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
リ
フ
・
バ
ー
・
ヌ
ー
ン
、
ア
レ
フ
・
ヴ
ェ

ー
ト
（
ベ
ー
ト
）
・
ヌ
ン
ソ
フ
ィ
ー
ト
と
な
り
、
ア
リ
フ
が
ア
・
イ
・
ウ

の
三
母
音
を
ほ
ぼ
平
等
に
示
す
の
に
比
べ
て
、
ア
レ
フ
は
理
論
上
は
す

べ
て
の
母
音
と
結
び
付
く
が
ア
、
エ
の
比
重
が
大
き
い
。
ま
た
バ
ー
は

ｂ
の
音
だ
け
を
示
す
が
、
ヴ
ェ
ー
ト
（
ベ
ー
ト
）
は
Ｖ
、
ｂ
の
音
を
示
す

の
で
、
旨
］
↓
閏
の
ロ
〕
号
①
。
の
変
化
が
起
こ
り
う
る
。
ビ
ュ
ス
テ
ン
フ

ェ
ル
ト
は
、
ｎ
が
消
え
た
ご
ロ
↓
四
ｓ
向
蔚
も
豆
》
号
の
の
変
化
は
、
ア

ラ
ビ
ア
語
の
号
邑
（
息
子
）
を
：
ロ
（
父
）
と
誤
認
し
た
た
め
と
い
う
。

な
お
ア
レ
フ
・
ヴ
ェ
ー
ト
・
ヌ
ン
ソ
フ
ィ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
へ
プ
ラ
イ

り
に
、
有
名
な
先
祖
の
名
前
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
と
き

は
一
種
の
家
系
名
と
な
る
。
ア
ラ
ブ
医
学
者
に
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
形

が
見
ら
れ
る
。
付
加
名
と
し
て
は
（
１
）
出
身
地
、
（
２
）
部
族
名
、
（
３
）

身
体
的
特
徴
、
（
４
）
本
人
ま
た
は
父
の
職
業
、
（
５
）
所
属
す
る
宗
派
、

（
６
）
栄
誉
名
な
ど
が
あ
る

一
、
伊
豆
の
八
丈
島
に
流
罪
と
な
っ
た
最
初
の
人
は
、
宇
喜
多
秀
家

で
あ
る
。
し
か
し
着
島
し
た
一
行
は
十
三
名
で
、
そ
の
中
に
、
秀
家
の

妻
・
豪
姫
の
実
家
で
あ
る
加
賀
藩
前
田
家
よ
り
命
ぜ
ら
れ
て
、
同
行
し

た
藩
医
の
村
田
助
六
が
い
る
。

秀
家
が
死
去
し
た
後
も
帰
国
の
許
可
が
加
賀
藩
よ
り
お
り
ず
、
代
々
、

島
に
あ
っ
て
慶
長
十
一
年
か
ら
明
治
二
年
ま
で
、
約
二
百
六
十
五
年
間
、

宇
喜
多
家
を
守
っ
た
。
し
か
し
第
二
代
以
降
も
医
師
で
あ
っ
た
か
は
不

明
で
あ
る
。
そ
れ
は
村
田
氏
は
宇
喜
多
家
と
そ
の
郎
党
以
外
は
診
療
し

な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
薬
物
に
つ
い
て
も
前
田
家
よ
り
差
入
れ

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
村
田
氏
と
い
う
医
家
は
別
格
と
し

た
方
が
良
い
と
思
う
。

二
、
村
田
氏
を
の
ぞ
く
と
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
二
よ
り
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
ま
で
の
間
に
、
八
丈
へ
の
遠
島
判
決
を
う
け
た
医
師
は
九

名
で
、
途
中
死
亡
が
二
名
あ
り
、
着
島
し
た
医
師
は
七
名
で
あ
る
。
そ

の
内
訳
は
町
医
三
名
、
幕
府
お
抱
え
医
三
名
、
藩
医
一
名
で
、
こ
の
う

語
と
し
て
読
む
と
、
の
ぐ
９
（
石
）
と
い
う
語
と
な
る
。

ア
ラ
ブ
名
の
日
本
語
表
記
に
は
種
々
の
困
難
が
あ
り
、
一
つ
の
方
法

に
統
一
で
き
な
い
こ
と
を
最
後
に
の
べ
た
。

（
平
成
九
年
六
月
例
会
）

八
丈
島
に
流
さ
れ
た
医
師
た
ち

’
八
丈
島
流
人
銘
々
伝
よ
り
Ｉ

中
西
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